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ごあいさつ

連日の暑さが続 く中、宝塚混声合唱団音楽会にお運びいただき誠に有 り難う

ございます。今回は第15回の節目を記念して ドヴォルザークの大曲「スタバ

ト・マーテル (悲 しみに沈む聖母)」 を演奏させていただきます。

私たちは1999年春に初の海外演奏旅行で ドイツ (ラ イプツイヒ、ドレスデ

ン)及びチェコ (プラハ)を 訪ね、バッハゆかりの聖 トーマス教会でオルガン

演奏を聞き、ドヴォルザークの音楽を熱烈に愛するプラハ市民の心意気を目の

当たりにしました。旅の途中、私たちもドヴォルザークを歌いたいという思い

がつのり、それが今回の音楽会へとつながって参 りました。

音楽会を企画してから今日に至るまで、団員の増強。発声の基礎訓練 。強化

合宿などを重ね、1年 をかけて宝混らしい音づくりに挑戦してきましたので、

今日は熟成した音楽をお楽しみいただけるものと思います。この間に拉致問題

が発覚し、イラク戦争が起こるなど、尊い生命が危険にさらされている現実を

知らされましたが、私たちには、暖かい血の通った、人間味豊かな名曲を味わ

う喜びがありました。この幸せを大切にして、音楽を通して世界の平和を願う

ものでございます。

最後までごゆっくりご鑑賞いただき、宝塚混声合唱団の活動にご理解とご支

援をたまわりますよう、よろしくお願い申し上げます。

平成 15年 8月  宝塚混声合唱団

(表紙写真 :プ ラハのビー ト大聖堂 T宇 野 健一)
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曲目解説・歌詞・訳

アニュス・デイ「神の子羊」          サミュエル・バーバー (191o-1981)

混声合唱に編曲された「弦楽のためのアダージオ 作品 11」

近代アメリカの作曲家バーバーは若くして交響曲、弦楽四重奏曲その他でヨーロッパでも高い評価を

得た。「弦楽のためのアダージオ」(1937年 )は こうした出世作の一部で、巨匠 トスカニーニにより初

演されている。昭和60年過ぎ、それはベ トナム戦争の映画「プラトーン」の音楽となり、合唱曲 (1967

年編曲)は全日本合唱コンクールでも歌われた。深い美しさを湛えた曲である。

歌詞はミサ曲終曲のラテン語の祈 りで、「神の子羊」はキリス トを指す。

ppか ら次第に高揚する痛切な祈 りは∬・9声の壮麗なクライマックスとなり、安らぎや慰めも伝わっ

てくる中、アルトのリードする Dona nobis pacem.で 静かに終わる。

Agnus Dci,qui tollis PccCata mundi,

mlscrcrc nobis

Dona nObis Paccm

(解説 。訳 :B長尾 精 )

世の罪を取り除く神の子羊

私たちを憐れんでください

私たちに平安を与えてください

スタバ ト・マーテル 作品 58 アントニーン・ ドヴォルザーク (1841-1904)

チェコ国民音楽の父といわれる ドヴォルザークは、1841年 にボヘ ミア (現チェコ)の ネラホゼヴェス

村で肉屋 と居酒屋の家の息子 として生まれた。 ドヴォルザークは、楽曲のすべての分野にわたって

200以上の作品を残 しているが、特に交響曲、室内楽、声楽由に優れた作品が集まっている。

「スタバ ト・マーテル」とは、ラテン語で「悲 しみに沈む聖母」の意味。1876～ 77年にかけて、彼が

36歳 の時に作曲された。古今の「スタバ ト・マーテル」の中でも、特に温かい血の通った人間味豊か

な名作 といわれている。

この名作を鑑賞する際に、作品の背景として、次の 3点は是非知っておきたい。

<幸福の絶頂から悲劇のどん底へ>

この作品からは、ドヴォルザークの個人的な強い思い入れが内面から滲み出てくる。家業を継 ぐこと

を期待 していた父親の意志に逆らって音楽家を志 し、少年時代から苦労を重ねてきたなかで、ようや



く幸運をつかみかけた 30代の半ばに、彼の家庭を不幸な出来事が相次いで襲った。生後まもない長

女の死に次いで、1年後に 1lヶ 月の次女が誤ってリンの入った毒物を飲んで死に、その 3週間後に 3

歳半の長男が天然痘にかかって亡 くなった。結婚、政府奨学金獲得、ブラームスとの出会いといった

幸運が微笑みかけた後に起こった極限の悲lllが 、作曲のエネルギーとなったといえる。

<信仰心>

この作品は、近代チェコ最初の大規模な教会音楽である。チェコは中欧の中でも無神論者の多い国と

して知られてお り、スメタナがオラトリオ、ミサ、カンタータの類に手をつけなかったのも、このこ

ととは無関係ではない。一方で、ドヴォルザークは敬虔なカ トリック教徒で、ミサの礼拝にはほとん

ど欠かさず列席 したともいわれる。家庭内での悲劇に直面 した彼は、宗教に救いを求めつつ作曲を進

めた。この作品のテキス トに関して、専門家の中には彼のラテン語の知識不足を指摘する人もいるが、

彼の曲に込めた信仰心や曲の魅力の妨げにはなっていない。

<チェコ人として生きる>

ドヴォルザークが生きた時代のチェコは、ハプスブルク帝国の版図にあった。同帝国は、ドイツ人 (人

口の約 25%)、 ハンガリー人 (人口の約 20%)の 他、チェコ人、スロヴァキア人、クロアチア人、ユ

ダヤ人など10以上の民族からなる複合民族国家であった。この作品が誕生 したころは、同帝国内第

2勢力のハンガリーに自治権を与え、オース トリア=ハ ンガリーニ重帝国が成立 していたが、第 3勢

力であったチェコは、ハンガリー人同様の自立 (三重帝国)を 強く求めていたにもかかわらず、願い

がかなわなかった。そのような状況下で、彼は横柄でチェコ人嫌い (?)に 見えた帝都ウイーンヘの

移住の誘いを断 り、チェコ人として故郷で作曲活動を続けた。彼は、晩年にアメリカに渡ったが、望

郷の念は捨てられず、予定より早 く故郷に戻っている。彼が確立したともいえるチェコの合唱音楽は、

ヤナーチェク、マルティヌーらに確実に引き継がれた。

この作品は、合唱、独唱、管弦楽による次の 10曲 で構成される。詩は 13世紀イタリアのフランシス

コ派修道士、ヤコポーネ・ダ・ トーディの作 とされる。 (但 し、近年は否定される傾向も強い。)

〔第 1曲〕四重唱と合唱

〔第2曲〕四重唱

〔第3曲〕合唱

〔第4曲〕バス独唱と合唱

〔第5曲〕合唱

〔第6曲〕テナー独唱と合唱

〔第7曲〕合唱

〔第8曲〕ソプラノ・テナーの二重唱

〔第9曲〕アルト独唱

〔第 10曲 〕四重唱と合唱

“悲 しみに沈む御母は立っておられた"

“涙を流さない者があろうか"

“さあ 御母よ"

“私の心が燃えるようにして下さい"

“傷つけられたあなたの御子の苦痛を分けて下さい"

“私に真に苦しみを感 じさせて下さい"

“処女の中の聖母よ 共に嘆かせて下さい"

“キリス トの死を負わせて下さい"

“火をつけられる私を守って下さい"

“肉体は死んでも"

初演は 1880年 12月 23日 プラハにて、アドルフ・チェフの指揮で行われた。 (チ ェフは 2年後に、

スメタナの「わが祖国」全曲を初演。)その後、1884年 のロンドンのロイヤル・アルバー ト・ホー

ルでの作曲者指揮による演奏で、彼の国際的な名声は一気に高まったとされる。日本では、戦後の

合唱運動のなかで、この作品が取 り上げられ、とりわけ第 3曲が広く歌われた。

(解説 :B大隅 仁・訳 :B長尾 精 )



I .  Stabat ⅣIater dolorosa

「悲しみに沈む御母は立っておられた」(四重唱と合唱)

Stabat Matcr dO10rOsa juxta cruccm lacrimOsa,      悲しみに沈む御母は立っておられた 十字架のそばで

dum pcndcbat Filius                   涙を流して 御子がそれにかかつておられた時に

Cujus animam gcmcntcm,contristatam ct dOlcntcm,   嘆き憂い悲しむその心は刃でつらぬかれた

pcrtransivit gladius

O quam t」 stis ct amicta ftlit illa bcncdicta        ああ 主の独り子のあの祝福された御母はどれほど       |
M葛

じぎ蹴上lcd出晦hM燕 ;‐ trcmあ電 藁奨λ署軍:彗 [身瑳見て慈しみ深い御馴ま   |
dum宙dcbat Nati pocnas incliti              悲しみ苦しみ震えておられた

Ⅲ.巧a,Mater

Ⅱ.Quis est homo
「涙を流さない者があろうか」(四重唱)

QuiS CSt hOm。 ,qui non ncrct,Matrcm Christi      キリストの御母がこれだけ嘆き祈られるのを見て

si vidcrct in tanto supplbo?               涙を流さない者があろうか

Quヽ nOn PossCt Contristari,Christi Matrcm       キリストの御母が御子と共に苦しまれるのを見て

contcmplari dOlcntcm cum FlliO P             誰が悲しまないでおられようか

PrO pcccatヽ suac gcntis宙 dit JCSum in tormcntis     御母はイエスが自分の民の罪によつて責められ

ct nagclls subditum.                  むち打たれるのをこ覧になつた

Ⅵditsuum dulccm Natum moHcndo dcsOlatum,     御母は愛する御子が死に瀕して見捨てられ

dum cmヽit sPiritum                   患絶えるのをこ覧になつた

「さあ 御母よ」 (合唱)

巧a,MatCr,fOns amoris,mc scntirc宙 md。10Hs      さあ 慈しみの泉である御母よ 私に悲しみのほどを

ぬc,ut tccum lugcam.                 感じさせ貴方と共に嘆かせて下さい

Ⅳ o Fac,ut ardeat
「私の心が燃えるようにして下さい」(バス独唱と合唱)

Fac,ut ardcat cOr mcum in amandO Christum      私の心が神キリストを愛して燃え

Dcum,ut sibi cOmplaccam.               御心にかなうようにして下さい

Sancta Matct istud agas,Crucinxi ngc         聖母よ どうか十字架にかかつた方の傷を

Plagas,cOrdi mco validc!                 私の心に深く刻みつけて下さい



V. Tui Nati vulnerati
「傷つけられたあなたの御子の苦痛を分けて下さい」(合唱)

Tlli Nati vuincrad,tam dignaJ,Pro mc Pati,       私のためにこのように傷つけられ苦しめられた
pocnas mccum dividc                  ぁなたの御子の苦痛を私に分けて下さい

I    Ⅵ o Fac me vere
「私に真に苦しみを感じさせて下さい」(テ ナー独唱と合唱)

Fac mc vcrc tccum ncrc,crucinxo condolcrc,      命の限り真に貴方と涙を流し十字架にかかった方の
dOncc cgo宙xcro                     苦しみを感じさせて下さい

JuXta Cruccm tccum starc,tc libcntcr sOdarc       私は十字架のそばに貴方と立って進んで貴方と
in planctu dcsidcrO                   嘆きを共にすることを望みます

Ⅶ .Virgo宙rginum
「処女の中の聖母よ 共に嘆かせて下さい」(合唱)

VIrg。 宙rginum Phcclara,mihijam nOn sis        処女の中の輝く聖母よ 私を退けないで
amara,fac mc tccum plangcrc               共に嘆かせて下さい

Ⅷ o Fac,ut portem
「キリス トの死を負わせて下さい」(ソ プラノ・テナーの二重唱)

Fac,ut portcm Christi mOrtcm,PassiOnis fac       私にキリス トの死を負わせその苦難を共にし
consortcm ct plagas rccolcrc               その傷を偲ばせて下さい

Fac mc plagis vuincraH,Crucc hac incbHari,       御子の傷で私を傷つけたこの十字架と御子の愛で
ob amOrcm Filli.                    酔わせて下さい

Ⅸ . L田皿alnlnatus et accensus

「火をつけられる私を守って下さい」(ア ルト独唱)

Innammatus ct acccnsus,pcr tc,VirgO,sim dcfcnsus,   聖母よ 審判の日に火をつけられる私を
in dic judicil                      貴方の手で守つて下さい

Fac mc crucc custOdiri,mortc Christi pracmuniri,    私を十字架によって見守リキリストの死によって
cOnfOvcri gratia                     かばぃ恵みによって慈しんで下さい

Xo Q■mdo corpus mo五 etur
「肉体は死んでも」 (四重唱と合唱)

QuandO corpus mOrictuち fac,ut animac dOnctur     肉体は死んでも 霊魂には天国の栄光が

ParadiJ gloria Anlcn                 与えられますように   アーメン (確かに)



宝塚混声合唱団の歩み

1978年 12月 に開催された第 1回宝塚市民合唱祭に集まった宝塚合唱連盟傘下の合唱

団を母体として大合唱団創設の機運が高まり、翌年の第2回宝塚市民音楽祭の「燃え       ・

る第九」を転機に組織化が進み、1980年 2月 17日 に宝塚混声合唱団が誕生した。そ
の後、1994年の第 17回市民音楽祭まで音楽祭の中心的な合唱団として国内の第一線

指揮者と関西の主要交響楽団を招いて大曲の演奏に取り組んできた。創設時の指揮者       
・

は小池義郎氏。これと並行して独自の取り組みも進め、1985年 4月 に創立5周年を記

念して第1回 リサイタルを開催した。1989年には大森地塩氏を指揮者に迎え、1991年

以降、自主企画による音楽会を定期的に開催するようになった。



85 第 1回 リサイタル (創立 5周年記念) 「ミサ ト長調」(シ ューベルト作曲)

87  第 2回 リサイタル (ジ ョイフルコンサー ト)邦 人作家の代表的組曲より

第 3回 リサイタル (創立 10周年記念)

小林研―郎指揮

「レクイエム」(フ ォーレ作曲)

「水のいのち」(高田三郎作曲)

91 第 4回リサイタル 「カンタータ 106番」(パ ッ八作曲)

「望月の駒」(三木稔作曲)

93 第 5回 リサイタル

小諸市へ演奏旅行

「ミサ・ブレイヴィス」(コダーイ作曲)

「ロシア合唱曲集」「つつじの乙女」(三木稔作曲)

94 第 6回 リサイタル

(小諸八―モニーを迎えて)

「六つの格言」(メ ンデルスゾーン作曲)

「回転木馬」(大中恩作曲)

95 第 7回 リサイタル (創立 15周年記念)

大阪シンフォニカー特別演奏会 “秋"

トーマス・ザンデルリンク指揮

「小荘厳ミサ」(ロ ッシーニ作曲)

「レクイエム」(フ ォーレ作曲)

第 8回 リサイタル 「詩編第 42」 (メ ンデルスゾーン作曲)

「ロジェ・ワーグナー含唱曲集より」

「レクイエム」(三木稔作曲)

第 9回音楽会

大阪シンフォニカー特別演奏会 “秋"

トーマス・ザンデルリンク指揮

「ドイツ・レクイエム」(ブラームス作曲)

「ドイツ・レクイエム」(ブラームス作曲)

98 第 10回音楽会 「□短調ミサ」(バ ッ八作曲)

99 第 1]回音楽会

ドイツ演奏旅行 (ライプツィヒ・カーメンツ)

ドヴォルザーク室内オーケス トラ

マリオ・コシック指揮

黒人霊歌集,日本民謡集・「テ・デウム」(メ ンデルスゾーン作曲)

「ミサ第 2番 卜短調」 (シ ューベル ト作曲)

00 第 12回音楽会

大阪シンフォニカー演奏会

トーマス・ザンデルリンク才旨揮

「愛の歌」(ブラームス作曲)

「島よ」(大中恩作曲)

「マドリガル集」(モ ンテヴェルディ作曲)

「カルミナ・ブラーナ」(カール・オルフ作曲)

01 第 13回音楽会 「十字架への道」(リ スト作曲)

「マドリガル集」(モンテヴェルディ作曲)

「木と鳥のエピグラム」(木村嘉長作詞・別宮貞雄作曲)

「新・愛の歌」(ブラームス作曲)

第 14回音楽会 「モテット集」(バ ッ八・ブラームス・ブルックナー作曲)

「方舟」(大岡信作詞・木下牧子作曲)

「聖人の盛儀の晩の祈り」(モーツアルト作曲)


